
 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阪神カウンセリング・ラボ ニュースレター  

平成 2７年３月～平成 2７年９月 

アサーション・トレーニング  理論編 

3月 15日 （日）  13:00 ～14:30 
＊アサーションとは 

3月 29日 （日）  13:00 ～14:30 
＊なぜアサーティブになれないか 

 私が関西にくることになったのは、それまで地方公務員であった私を

引き立ててくれる方がいて、その当時教育界の国家施策である教育大学

ができるので連れていきたいということからでした。その方が私に言っ

たことは「とにかく一生懸命にやりなさい。そうすれば必ず誰かが見て

いる。」 そう言われた時、私の生き方がそうでしたから、その通りだ

と思いました。ところが、「でもな、どんなに一生懸命やっても、誰も

見ていない時があるよ。その時は運がないと思って諦めなさい。」 確

かにそういう時もあるでしょう。さらに「でもね、お天道さんが見てい

る。それでいいやろ。」と言われたのです。そこから先は神の領分です。 

三浦綾子は、これと同じことを言っていました。 

「そう、未来にどんなことが起こるかわからないのです。そのとき、生

きられるときは懸命に生きましょう。これがいいと言われたら素直にや

ってみる。やることはやりますが、そこから先は『神の領分』なのです。」

(三浦綾子) 

お天道さんが見ている 

心はどこにあるか？ 

私たちの精神活動は、実体がないために、物質的には脳の活動とは別のものという歴史がありました。思考活動には物質的基

礎がないという考え方は、意識自体が脳から離れて別個に存在できることを意味すると考えている人がいるのです。一方精神機能

の完璧な説明はどんなものであれ脳を科学的に探究するものでなくてはならないと考えている人もいます。このどちらであれ脳は人に

とって素晴らしいものであって、様々な機能を持っていることは事実です。 

心は医学的には脳の中にあると考えがちですが、人は案外「心はどこにあるか」と尋ねると、胸を指すことが多いものです。授業中

にこの質問をするとたいていは胸を指し、いくらかの人が頭を指します。 

小話です。天国に集ったユダヤ人が、神から質問されました。「人間の心はどこにあるか？」 モーゼは「もちろん頭にあります。」と

答えました。そこへキリストがやってきて「イヤイヤ心はここです」と言って胸を指しました。それを聞いていたマルクスが「心はそんなところ

にはない。ここに決まっている。」と言ってお腹をさすりました。フロイトは「違う心はここだ。」と断定的に下腹部を示しました。そこへ、アイ

ンシュタインが笑いながら「皆さんのおっしゃることはごもっともです。心は頭にも胸にも腹にもあそこにもあるのです。」と答えました。 
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＊梅田相談室 
〒530-0014 

大阪市北区鶴野町 4-11 朝日プラザ梅田９階 910  

Tel/Fax  06 – 6147 - 2533 

E-mail  hanshin-c.l@star.ocn.ne.jp 

2015 ３月号 

グループワーク 
～人間関係づくりの自己理解トレーニング～ 

3月 22日（日）   13：00 ～ 14：30 

○テーマ  「コーチング」 

●募集人数  ８名（申込み先着順） 

受講生募集！    

アサーション・トレーニング  実践編 10 

３月８日（日）  13：00 ～ 14：30 

●内容  アサーティブなコミュニケーション４ 傾聴 

●募集人数  ８名（申込み先着順） 

場所：梅田相談室     料金：4,000円(税込) 

講演「楽しく生きる」 （四季の会） 

○日時  ３月 １日（日）  10：00～12：00 

○会場  ＡＣＴＡ西宮北口東館６階 

●費用   1,000円 

＊明石相談室 
〒673-0891 

明石市大明石町 1-7-4 白菊グランドビル 512 
池永クリニック内 

Tel   078 – 917 - 6880 

阪神カウンセリング・ラボ  

「神の領分」 三浦綾子 

http://www.hanshin-cl.com/
http://www.wakaru-ha-kawaru.com/

